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大気中の二酸化炭素濃度に密接に関連のある海水の炭酸系

（全炭酸（Ｃｔ）、全アルカリ度（Ａｔ）、ｐＨ）を高精度で、か

つ、より高い時間・空間分解能で測定することを目的として、

「海水全炭酸・全アルカリ度・ｐＨ連続自動分析システム」を開

発・試作した。

従来Ｃｔ、Ａｔの自動測定システムは計量管やシリンジを使

用し、サンプルを１回の測定ごとに計量し測定するバッチで

あったが、開発したものは、高精度のポンプを使用したフロー

システムであるので、連続に測定できる。Ｃｔにおいては、サ

ンプルラインにリン酸を加え、CO２を抽出するために新たに開

発した連続ガス抽出装置により、瞬時に、かつ、完全にCO２を気相に抽出し、気相中のCO２をＮＤＩＲ

で測定することにより、Ｃｔを定量した。Ａｔにおいては、従来の一点法を流れ分析にしたものである

が、サンプルラインに対して一定の割合でＨＣＩを加え、ｐＨ3.5～４に調整した後、そのままｐＨ電

極で測定した。室内実験で繰り返し性を求めたところ、Ｃｔは１δ＝1.00μmol／kg（20回）、Ａｔは

１δ＝0.92μmol／kg（20回）であった。

本システムをフィールドテストした結果、Ｃｔはクーロメトリー法と比較、Ａｔはクローズドセル型

の滴定法と比較し、両者ともによく一致した。

▲石垣島白保海域でのフィールド試験の

光景


